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SK11床面検出状況

SK4完掘状況



序文

鹿児島大学構内遺跡郡元団地は、弥生時代から古墳時代まで続く水田稲作農耕を営む集落であり、その

資料を中心として縄文時代から現代までの多くの埋蔵文化財を包蔵している遺跡です。本書は、平成7年

に実施した鹿児島大学構内遺跡郡元団地Q－4区の発掘調査の成果報告書です。

本書で報告している調査では､縄文時代～近代の埋蔵文化財が確認され、近中世の耕作に関係する遺構、

古墳時代～古代の溝跡や住居跡が検出されました。

本遺跡は弥生時代から古墳時代の埋蔵文化財が多く確認されますが、その範囲はキャンパス全域に及ん

でいます。これだけ広い範囲の調査が可能な遺跡は少なく、その点でも良好な資料を提供できる遺跡とな

っております。本書はそれに詳細な資料が追加されたものと思います。

これからも迅速に、かつ充実した調査成果を提供できるよう努力していきますので、関係の皆様のご協

力とご支援をよろしくお願い申し上げます。

平成21年3月

鹿児島大学埋蔵文化財調査室長新田栄治
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1．本報告書は、鹿児島大学構内遺跡郡元団地において、鹿児島大学埋蔵文化財調査室が1995（平成7）

年度に行なった教育学部附属幼稚園舎建設工事に伴う発掘調査成果をまとめたものである。

2．調査時における図面･写真の担当は以下の通りである。

大西智和・古津生・中村直子・峰山いずみ・池口洋人・新原和子

3．本書の作成にあたっては、埋蔵文化財調査室が行なった。担当者は以下の通りである。

遺物実測中村・篠原美智子・福永美代子・寒川朋枝

写真中村

製図中村・渡田綾子・寒川

作表中村・寒川

執筆中村・大西

編集中村・新里貴之・寒川

4．本書掲載の陶磁器については渡辺芳郎氏（鹿児島大学法文学部）のご教授をいただいた。

5．本書で報告している遺物の保管は､埋蔵文化財調査室の管理のもと、教育学部に収蔵している。また、

図面・写真などの資料は埋蔵文化財調査室に保管している。



凡例

1.1985年6月1日の埋蔵文化財調査室の設置を機として、鹿児島大学構内におけるこれからの埋蔵文化

財調査に便であるように、鹿児島大学構内座標を郡元団地に設定した。郡元団地では、国土座標第2

座標系(X=-158,200.Y=-42,400)を基点として一辺50mの方形地区割りを行なった(Fig.2参照)。

2．本書で使用した遺構の表示記号は、以下の通りである。

SK:土蛎SD:溝状遺構P:ピット

3．土層の色調は「新版標準土色帖』（農林水産技術会議事務局監修）を使用した。

4．遺物に関しては観察表を作成した。その標記、表現については以下の通りである。

色調：「新版標準土色帖』（農林水産技術会議事務局監修）を使用し、この色調に当てはまらないもの

については、「～に類似」と表記した。

胎土：砂粒の種類については、特定できないものは、その色調で表記した。胎土中の砂粒の多さにつ

いては、便宜的に1～6の6段階に分けたo6:20%以上、5:15～20%、4:10～15%、3:

5～10%未満、2:1～5%未満1:1%以下、とした。

5．本文中の遺物番号は、挿図、図版、遺物観察表と一致している。
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ふりがな

シリーズ名

書名

編著者

編集機関

所在地

発行年月日

所収遺跡

鹿児島大学構

内遺跡郡元団

地Q-4区

所収遺跡名

鹿児島大学構

内遺跡郡元団

地Q-4区

報告書抄録

かごしまだいがくこうないいせきこおりもとだんちきゅうよんく

鹿児島大学埋蔵文化財調査室調査報告書第4集

鹿児島大学構内遺跡郡元団地Q-4区

中村直子・大西智和・新里貴之・寒川朋枝

鹿児島大学埋蔵文化財調査室

〒 890-8580鹿児島市郡元一丁目21番24号

Tel099-285-7270Fax099-285-7271

2009年3月

コード

所在地

鹿児島

市郡元

一丁目

20番15

号

種別

市町村

4620

主な時代

遺跡番号
北緯

1－23－0
31。34

11
〃

主な遺構

東経

'

130．32

48
〃

〃

調査期間

1995年7

月21日～

10月28日

主な遺物

調査面

積（㎡）

790

近世～
溝状遺構,耕作痕

陶器,磁器,ガラス製品,青磁，

近代

古墳時 住居跡,溝状遺構，

代 士坑

瓦器,土師器,須恵器,成川

式土器,弥生土器,縄文土器，

泥面子,士錘,砥石,石斧，フ

イゴロ,古銭

調査起因

校舎建築

特記事項



l遺跡の位置と環境

鹿児島大学構内遺跡が所在する鹿児島市は、薩摩半島の北東部に位置する(Fig.1)。東側には鹿児島

湾（錦江湾）が広がり、他の三方は姶良カルデラに由来するシラス台地に囲まれている。

鹿児島大学構内遺跡は、郡元団地と桜ケ丘団地があり、それぞれ鹿児島大学構内遺跡郡元団地、同桜ヶ

丘団地と呼称している。郡元団地は沖積平野部の自然堤防帯に立地し、現在の標高は約7mである。古く

から遺跡が存在することが認識されており’)、郡元団地内の過去の発掘調査は46回に及ぶ。昭和59年まで

は字名などで遺跡を呼称しており、県立医大遺跡・附属中学校敷地内遺跡・釘田遺跡・水町遺跡も郡元団

地内の遺跡である。本遺跡の南隣接地には、弥生時代中期の住居跡が検出された一之宮遺跡などがある。

郡元団地では、弥生時代から古墳時代の埋蔵文化財が多く確認されているが、特に古墳時代の竪穴住

居跡が多い。住居跡やピット、溝状遺構を手がかりにすると、現在5か所の居住域が確認でき、いずれ

も微高地上に立地している(Fig.2)。また、郡元団地中央部を東西に横断する河川跡が確認されている。

その埋土中からは、弥生時代から古墳時代の木製品や木杭などが出土している。河川跡より南側では弥生

時代の水田跡が自然堤防帯の緩傾斜地で確認されている。

古墳時代の住居跡群の上には、古代から近代までの水田跡や畑地跡が連続的に発見される場合が多く、

この地に居住していたのは古墳時代までで、古代以降は連続的に農耕が行われてたと推定される。

註

1)河口貞徳1969「弥生時代」「鹿児島市史」I鹿児島市史緬さん委員会58-75頁

2調査にいたる経過

鹿児島大学では、教育学部附属幼稚園の園舎を建て替えることになり、旧園舎から教育学部記念会館の

範囲が建設地とされた。その計画を受けて埋蔵文化財調査室では、平成7年5月30日から6月13日にかけ

て試掘調査を行った。その結果、溝状遺構やピット状遺構、近世～古墳時代にかけての遺物が確認された

ため、本地点の発掘調査を行うことになった。

3調査の期間と体制

調査面積:790ni

調査期間：平成7年7月21日～10月28日

調査体制

調査主体者鹿児島大学埋蔵文化財調査室室長上村俊雄

調査担当鹿児島大学埋蔵文化財調査室大西智和・古淫生・中村直子・峰山いずみ

発掘調査作業員岩戸エミ子・岩戸トシ子・岩戸ミツ子・末吉ナミ・末吉ミヤ・末吉サチ子・柳田キ

ミ子・柳田二三子・名越ヒデ子・盛満アイ子・坂口ミエ子・裳谷ミエ子・福永シノブ・福永花江・野

下ヨシエ・脇ツルエ・石谷トキエ・新海ミチ子・野下カズ子・野下チリ子・横山アヤ子・寺光ミツ子・

安倍松伊都子・上床久美子・松下ミチ・谷口ノリ子・請園チリ・請園アキエ・増満ミエ子・西村チエ

子・松下郁美・岩戸トミ子・柳元照子・西村キミ子・西庄司・新原和子・矢住純子・吉永幸子・上原

文代・瀬戸口諭・臼田和吉・池口洋人

調査補助員藤田紀子・松村恵子・平田裕一・鮫島暁子

1



国土地理院発行の5万分の1地形図（鹿児島）より

Fig.1這跡の位置8=1/50000
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4調査の経過

調査は工事の工程上、旧幼稚園舎側から先行して実施する必要があったため、西区から調査を行った。

西区の調査終了後、教育学部記念会館周囲の調査を行い、この区を東区とした。

本地点の調査では住居跡・溝状遺構・土城・ピットを検出した。土壌・溝状遺構は各層から検出された

が、ピットと住居跡のほとんどが5層砂層上面で検出された。掘削は試掘によって遺物の包含が確認され

ている5層上面まで行った。各遺構の実測図・土層断面図を作成し、調査を終了した。

5層位

基本土層として、l～5層を確認した。

1層表土や客土層。カクラン土壌などをl層とした。厚さは平均50cmほどである。

2a層暗灰黄色(2.5Y4/2)を呈する細砂～シルト質土層。粘性をやや帯びており、5mm大程度までの

パミスを含む。水田層と考えられる。

2b層オリーブ褐色(2.5Y4/3)を呈する細砂～シルト質土層。粘性をやや帯び、1cm大程度までのパミ

ス、2～3mm大の黄色粒子を含む。水田層と考えられる。

3a層にぶい黄褐色（lOYR5/4．10YR5/3）を呈するシルト質土層。粘性をやや帯びており、1cm大程

度までのパミスを含む。

4
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①（東区)7.5YR4/4(褐色）シルト層。粘性わずかに帯びる。2～3mm大のバミス（黄色粒子）含む。

②7.5YR4/4(褐色）を呈するシルト層。粘性わずかに帯びる。2～3m大のパミス（黄色粒子）含む。

③7.5YR4/4(褐色）を呈するシルト層。粘性わずかに帯びる。5mm大のパミス（黄色粒子）含む。

④10YR6/2(灰黄褐色)、5YR4/4(にぶい赤褐色）などを呈する細砂～シルト層。SD6の埋土。粘性をわずかに帯びる。色調は一定

していない。部分的に4層土をブロックで含む。

⑤10YR5/3(にぶい黄褐色)・5YR4/4（にぶい赤褐色）などを呈する細砂～シルト層。3cm大程度までのパミス含む。SD7の埋土。

⑥10YR7/3(にぶい黄燈色）・5YR4/8（赤褐色）などを呈する粗砂～細砂届。特に下部に粗砂が多く見られる。

⑦10YR6/2(灰黄褐色)・7.5YR4/4(褐色）などを呈する細砂～シルト層。粘性をわずかに帯びる。1cm大程度までのパミスを含む。

Fig.4北壁層位断面図8=1/60
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⑳4a層土と3層土の混土。2，3mm程度のバミスを多く含む。

粘性ややあり。

⑳10YR5/3(にぶい黄褐色）・lOYR4/2（灰黄褐色）を呈する。

粘性ややあり。1cm大程度までのパミスを含む。

⑳SK10の埋土。10YR4/3(暗褐色)-10YR7/3(にぶい黄橿色)．

7.5YR4/6(褐色)･10YR3/2(黒褐色）などを呈するシルト層。

粘性はほとんどない。

⑳SD18の埋土。7.5YR4/4(褐色）・7.5YR5/3(にぶい黄褐色）

を呈するシルト層。粘性をわずかに帯びる。5mm大程度ま

でのバミス、2，3mm大の黄褐色粒子含む。4層土をブロッ

ク状に含む。

⑳SK14①の埋土

⑳SK14②の埋土

⑳4b層に同じ。

⑳5YR4/6(赤褐色)を呈するシルト層。粘性をわずかに帯びる。

5mm大程度までのパミス、2，3mm大の黄褐色粒子含む。

⑳5YR3/6(暗赤褐色）を呈するシルト層。粘性をわずかに帯

びる。5mm大程度までのパミス、黄褐色粒子含む。

⑳SK1-1層に同じ。

③
⑨
⑩

SK11①層に同じ。

SK11②層に同じ。やや砂っぽい。

10YR4/3(にぶい黄褐色）・l0YR3/2（黒褐色）を呈す

る粗砂～シルト層。粗砂が主である。

③層と粗砂（5層）の混土。

7.5YR2/2(黒褐色）を呈する粗砂シルト層。粘性なし。

SD20埋土に同じ。

10YR5/4(にぶい黄褐色）を呈するシルト層。粘性わず

かに帯びる。5mm大程度までのパミス含む。4層土を

ブロックで含む。

10YR6/8(明黄褐色）を呈するシルト層。2，3mm大

もしくはまれに3cm大のパミス含む。SK16の埋土。

4b層と同じ。やや砂っぽい。

SD19埋土①層に同じ。

10YR5/2(灰黄褐色）を呈するシルト層。2，3mm大

もしくは1cm大のパミス含む。

7.5YR4/6(褐色）を呈するシルト層。粘性ややあり。2，

3mm大のパミス含む。

7.5YR3/2(黒褐色）を呈するシルト層。1cm大のパミ

ス少量含む。

⑪
⑫
⑬
⑭

⑮

⑯
⑰
⑱

⑲

⑳

Fig.5西壁層位断面図8=1/60
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3b層褐色(10YR4/4)を呈するシルト質土層。粘性をやや帯びており、1cm大程度までのパミスや黄

褐色(10YR5/8)粒子を含む。

4a層暗褐色(7.5YR3/4)を呈するシルト質土層。粘性を帯びており、非常に硬いo1cm大のパミスを

わずかに含む◎

4b層黒色(10YR1.7/1)を呈するシルト質土層。粘性はほとんどない。地点によっては黒褐色(7.5Y

R3/2)を呈する。2～3cm大までのパミスを含む。

5層粗砂層でパミスを多く含む。この層以下は無遺物層である。

6遺構と遺構出土遺物

遺構は2b層上面、4a層もしくは4層上面、5層上面で検出した。以下、検出面ごとに説明する。

6.12b層上面検出遺構(Fig.6)

土壌1基、溝状遺構2条が検出されている。いずれも2a層除去後、検出された。

SK1(Fig.7)

西区東区の南西角に位置する。平面形は長さ1.78m、幅9.8cmの隅丸方形を呈する。長軸は北西一南東

方向である。検出面から底部までは約10cmで、断面は台形状である。埋土は暗褐色(7.5YR3/4)暗赤褐

色（5YR3/4)･褐色(7.5YR4/4)など混在するシルト質土である。埋土中より土器片が1点出土している。

Y=-42865.0
1

■■■■

X=-159145.0

心 ロ
言靴鳶二罰!’ 望 SD7 ③

SD
7

》

’

識。
＄
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．
昼

ロ

｡。
。
○

。
。
○

～

I
5K1

0 10m

Fig.62b層上面遺構検出状況8=1/300
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2

●
、

｡
⑨

、

●1

L－－－一

SD6･SD7平面図と出土遺物分布図S=1/100

厩 ／て．7唇 、匡上アン
1(SD6) 2(SD6)

二／
3(SD7)

010叩
一

出十遺物S=1/3

Fig.7SK1・SD6・SD7と出土遺物

SD6(Fig.7)

東区の東側に位置する。カクランによって掘削を受けており、北側と南側に分断されているが、軸が一

致することや形が類似していることから、同一の遺構として扱った。幅約1m、深さ40cmを測り、断面

は台形状である。底面には幅50cmの落ち込みが連続しており、その落ち込み中に凝灰岩の角喋を設置し

8
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ているものもある。埋土は、10YR6/2灰黄褐色、5YR4/4にぶい赤褐色などを呈する細砂～シルト層で粘

性をわずかに帯びる。色調は一定していない。部分的に4層土をブロックで含む。

出土遺物

遺物が10点出土しているが、ほとんど埋土中ほどから出土しており、小片が多い。周辺からの流れ込み

であろうと考えられる。lは陶器皿の口縁部で、龍門司焼である。2は外面に赤色顔料を施された口縁部

である。高杯か財であろう。

SD7(Fig.7)

SD6の北側に並行して検出された。SD6に切られている。埋土は2層に分層できる。①層(Fig.4-⑤層）

は10YR5/3にぶい黄褐色・5YR4/4にぶい赤褐色などを呈する細砂～シルト層で3cm大程度までのパミス

含む。②層(Fig.4-(D)は10YR7/3にぶい黄燈色・5YR4/8赤褐色などを呈する粗砂～細砂層で特に下部

に粗砂が多く見られる。

出土遺物

遺物は、陶器や土器片など10点出土しており、小片が多い。3は加治木姶良系陶器椀の底部である。

6．24層上面検出遺構(Fig.8)

土壌6基、溝状遺構11条、耕作痕と考えられる浅い溝状の落ち込み13条を確認できた。溝状遺構は北

西一南東方向もしくはそれと直交する方向に走っており、耕作痕もそれに並行する。土坑としたものは、

溝状遺構より幅が広いものや長さが短いものであるが、いずれも溝状遺構と長軸が平行しており、もとは

溝として掘削されたものであると推定される。
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。
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、
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Fig.84層上面検出遺構8=1/300
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週物はそれぞれb､b'.c､c､,。.｡'からの見通し

A

篭
①7.5YR3/3暗褐色シルト･7.5YR4/2灰褐色シルト･4a届・4b層土
をブロック状に含む。

②10YR4/1褐灰色･7.5YR3/2黒褐色･7.5YR4/4褐色を呈するシル
ト｡やや粘質。

③5YR4/6赤褐色を呈する細砂～シルト｡5cm大までのパミスを含
む。

④7.5YR3/4暗褐色を呈するシルト｡粘性ややあり。
⑤7.5YR4/6褐色･7.5YR3/4暗褐色などを呈するシルト｡5mm大ま
でのパミスを含む。 OL －帥

－刀一 、=ー|ゴン
4(SD1) 5(SD2) 6(SD3)

010cm
－

Fig.9SK2・SD1～4と出土遺物平面図8=1/100断面図8=1/50出土遺物8=1/3

溝状遺構は幅30～120cm，深さは6～20cmである。SD1とSK2、SD2とSD18、SK10とSK9、SD14と

SD12はそれぞれ同一の溝であろうと推定される。SK9は幅150cmで深さ5cmと浅いが、SK10延長線上

にあたる位置の幅70cmが部分的に深くなっており、SK10に続くものと考えられる。SD13周辺の浅い溝状

の落ち込みは、幅20cm深さ1～2cmで途切れがちに検出されるが、断面はシャープであった。鋤痕など

の掘削痕であろうと推定される。

出土遺物

4層上面検出遺構から出土した遺物は、弥生土器・古墳時代の土器・土師器・須恵器などで小片がほと

んどで、陶磁器類が含まれない。
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4は須恵器の杯蓋である。5．6は土師器片で、いずれも大変摩滅しているため詳細は不明だが、いず

れも古代の土師器であると推定される。7～9は、いわゆる成川式土器で、古墳時代後半の土器である。

10は弥生時代後期の壷で、口縁部と頚部に沈線文が施されている。瀬戸内系土器である。

6．35層上面検出遺構

竪穴住居跡4基、溝状遺構2条、土城5基、ピット618基を検出した。

SK4(Fig.14)

SK4は東区の南西に位置する。西側はカクランによって切られ、東側は調査区外となっているため、全

形は不明だが、平面形が方形を呈する竪穴住居と推定される。軸は北西一南東方向である。残存部から推

定すると、一辺が約2.7mで小型である。柱穴は床面中央部に1基確認できる。床面は壁周辺が10cmほど高

い段状を呈する。中央部には、貼床(Fig.14-③）が認められる。壁際の一部には、幅6cmほどの浅い溝

が確認でき、壁溝と推定される。

SK4からはほとんど遺物が出土せず、土器片を数点確認できたのみである。

SK11(Fig.15)

SK11は東区北側の中央部に位置する。北東と南東角はカクランによって切られているが、平面形が方

形を呈する竪穴住居と推定される。軸は南西一北東方向である。残存部から推定すると、一辺が約2.4m

で小型である。ピットが6基あるが、主柱穴は南北壁際中央の2基(Fig.15断面H・F)だろうと推定さ

れる。

埋土は、5つに分層できるが、Fig.15-②と③の上面は平坦で、それぞれ貼床の可能性がある。炉跡な

ど確認できなかったが、貼床を盛り直している可能性が高い。

出土遺物

土器を中心として遺物が出土したが、ほとんどが埋土①からの出土で小片である。住居跡廃棄後、流入

したものと思われる。実測できるものは2点である。11-12とも蕊の口縁部である。口縁部が直立するが、

やや外反気味である特徴や、シャープなハケが認められ、辻堂原式土器である思われる。

SK13(Fig.16-17)

SK13東区は西側に位置するoSK14を切っている。カクランをはさんだ東西の落ち込みをSK13として調

査を行ったが、このうち、カクランより東側のみが1基の竪穴住居跡となるようである。西側部分も、残

存部分で約20cmの立ち上がりが認められることから、もう1基の竪穴住居跡である可能性もある。

東側の竪穴住居跡は、東角と西角はカクランによって掘削されているが、平面形が方形を呈すると推定

される。軸は北西一南東方向である。残存部から推定すると、一辺が約3.2mである。柱穴が4基確認で

きるが、いずれも浅く、主柱穴となるかは不明である。

埋土は、2つに分層でき、Fig.16-②は貼床である。炉跡などは確認できなかった。

出土遺物

土器を中心として遺物が出土したが、ほとんどが埋土①からの出土である。遺物の出土状況を見ると、

北角付近から住居跡中央部に向かって流れ込んだような分布を呈しており、住居跡廃棄後、流入したもの

と思われる。遺物は比較的大きい破片もあり、ある程度まとまっているため、埋土内で接合できるものが

あった。住居廃棄後のくぼ地を利用した廃棄場所となっていたのかもしれない。

図示したのは13点である。蕊7点、壷2点、高杯4点である。13は直立する口縁部を持ち、笹貫式の蕊

の形態に類似するものだが、突帯の位置が高く、台付鉢である可能性もある。ハケが明瞭に残っており、

17
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埋土断面図

4b層に同じ。粘性ほとんどなし。

10YR2/3黒褐色シルト。4b層に類似。粘性ややあり。3cm

大のパミス含む。

10YR4/6褐色砂混じりシルト。2cm大のパミス含む。

10YR3/2黒褐色砂混じりシルト。粘性少しあり。2,3cm大

のパミスを少し含む。

①
②

③
④

Fig.14SK4(住居跡)8=1/40
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5.5m

／／ ①4b届と同じ。

②4b屑と5層土の混土。

③lOYR3/2黒褐色を呈する｡シルトー籾砂混土｡場所によっては粗砂ブロッ

クがみられる。

④lOYR3/4暗測色を呈する。シルトー粗砂混土。砂多い･

⑤4b屈土に粗砂を多く含む。
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Fig.15SK11(住居跡）と出土遺物平面・断面・遺物分布状況8=1/40出土遺物8=1/3
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Fig.16SK13(住居跡）と出土遺物平面・断面・遺物分布状況8=1/40出土遺物8=1/3
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堵

一

<ニン 蓬〉－
１
１
１

－
～ 24

16

25

17

10cm0
一

18

Fig.17SK13出土遺物8=1/3

21



B

a'ノ 5.0m
●ー

遺物はa.a･からの見通し

G G’

*

／

Fig.18SK14(住居跡）平面図・断面図・遺物出土状況8=1/40
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Fig.19SKI4出土遺物8=1/3

笹貫式より古い特徴を残していると考えられる。1-1～18は胎土は硬質でハケなどの調整もシャープであ

る。18は中津野式､16は東原式である。I'l～24は高杯の杯部であるが､いずれも椀形を呈する形態である。

傾きから推定すると浅めで、外面の段も浅く不明|原である。辻堂原式古段階かそれ以前の高杯だと思われ

る。これらの土器は赤色顔料を塗布されないが、胎土そのものが燈色に発色しており、辻堂原式・笹貫式

土器に特徴的な高杯や州に赤い顔料を塗布する以前のものであると考えられる。25の高杯脚部は、端部に

向かってバチ形に開く形態を呈するが、端部は接合部で欠損している。これも、鹿児島平野部地域では辻

堂原式古段階以前の形態である。これらの特徴を総合すると、土器群にある程度の時期差は認められるも

のの、最新のものは辻堂原式古段階に位置づけられ、この時期が住居跡の埋没時期に一番近いものと考え

る。

SK14(Fig.18)

SK14は東区西側に位置する。東側はカクランとSK13によって掘削を受け、西側は調査区外に続いてい

るため、全形は不明である。南北に残る壁から平面形が方形を呈する竪穴住居と推定される。軸は北西一

南東方向である。残存部から推定すると、一辺が約3.6mである。柱穴は5基確認できるが、床面中央部

付近に位置するピット(Fig.18断面C)が主柱穴となると思われる。しかし、このピットの一部は炉跡と

23



24

推定される薄い炭層に覆われており、使用最終段階では柱穴として機能していなかった可能性もある。炭

層の近くには焼土も確認されている。

埋土は3層に細分でき、埋土②は貼床である。炭層は②層上面で検出された。

出土遺物

SK14からは土器を中心として遺物が出土している。埋土①からの出土が多く、出土状況を見ると、南

東の壁際から中心部に向かって落ち込んでいる。土器片は小片が多いが、まとまった破片もあり、SK13

と同様、住居廃棄後のくぼ地に流入したものが多いと推定される。

図示できたのは土器で、蕊5点、壷2点、高杯2点、財1点である。笹貫式（26．27)、辻堂原式古段

階以前と推定されるもの（28．29．34．35)、辻堂原式以後（31．32．33)があり、やはり時期幅が認め

られるが、最新段階は笹貫式土器で、SK13より新しい。遺構の切り合いとは逆の新旧関係を示しており、

検討する必要がある。

SK5(Fig.20)

西区に位置する。東側は調査区外に続き、西側はカクランによって掘削を受けているため、全形は不明

である。底面にピット状の落ち込みがあり、幅1mの溝状を呈し、深さは最深部で約80cmを測る。長軸

は東西方向で、弧状を呈する。遺物は埋土中より1点出土している。

出土遺物

縄文時代晩期深鉢の胴部片である。算盤珠状に屈曲し、外面･内面とも横方向のミガキが施されている。

SK12(Fig.20)

東区南東部に位置する。北側はカクランによって掘削を受け､西側は調査区外に続いている。長さ1.6m,

幅1.2m、深さ70cmを測り、台形状の平面形を呈する。長軸は東西方向である。遺物は、埋土中より1点

出土している。

SK15(Fig.20)

東区北東部に位置する。南側はカクランによって掘削を受けているが、底面付近が残存していた。長さ

2m，幅1m、深さ45cmを測り、不定形の土壌である。長軸は北東一南西方向である。埋土は2層に分層

できる。遺物は出土していない。

SK16(Fig.20)

東区西側に位置する。長さ1.4m、幅1.1m、深さは約30cmである。不定形で､壁際4か所がやや深くピッ

ト状を呈する。長軸は、北東一南西方向である。遺物は、土器片が1点出土している。

SK17(Fig.20)

東区東端に位置し､SD19を切っている。長さ1.7m,幅0.7m,深さ40cmを測り、平面形は楕円形を呈する。

長軸は、南北方向である。遺物は出土していない。

SD19(Fig.21)

東区北東部に位置する。カクランやSK17によって掘削を受けているが、北西一南東方向に走る。幅

40cm，深さ15cmを測り、埋土は2層に分層できる。

出土遺物

遺物は土器を中心に埋土①より出土している。小片が多く､埋土とともに流れ込んだものと推定される。
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37は笹貫式の蕊である。

SD20(Fig.22)

東区北側に位置し、西側はカクランによる掘削を受け、SK11に切られている。東側は調査区外に続い

ている。幅40cm、深さ10cmを測り、東北一南西方向に走る。遺物は出土していない。

ピット群(Fig.23．24)

5層上面からは、ピットが618基検出された。埋土はいずれも4b層土に類似している。

これらのピット群のうち、ピットの平面形の一部が角張る特徴をもつものが見られた（Fig25・26)。

断面も一部が袋状を呈していたり、一辺の傾斜角度が異なるこなどの特徴を有していた。柱を傾けて抜い

た結果生じた形態ではないかと推定される。

これらの特徴的なピット群は東区南側に2グループ認められた。いずれも、建物跡になるような配列に

はならず、鈎形に並ぶため杭列とした。

杭列1．2ともその配列方向が北東一南西方向、もしくはそれに直交わるもので、5層上面の他の遺構

の方向と同様である。

その他のピットについてみると、ピットの深さは5～60cmとばらつきがある。これらを20cm以下、20

~30cm，30cm以上の3グループに分類した(Fig.24)o分類した深さ別のピットの配列に注意すると、

やはり北西一南東方向、もしくはそれに直交する方向に並んでおり、同一ラインに密集しているピットも

多い。これらのことから､ピット群は何度か建て替えられた建物跡もしくは杭列の跡であると想定できる。

出土遺物

ピット中からは、土器小片が9点出土している。このうち、図化できるのは38でP8より出土している。

細沈線による施文が認められ、縄文時代晩期深鉢の口縁部付近と推定される。

7包含層出土遺物

表土・カクラン出土遺物(Fig.27)

弥生土器・古墳時代の土器・須恵器・土師器・古銭・近世以降の陶磁器・素焼土器などが出土している。

図示したのは6点である。

39は肥前焼磁器である。40は、須恵器の口縁部だが器種は不明である。やや内湾する形態である。41．

42は高杯でどちらも赤色顔料が塗布されている。辻堂原式か笹貫式である。43は財の底部である。平底で

やや下膨らみの胴部になる。44は古銭の卿寧元賓である。

2a層出士遺物(Fig.28)

弥生土器・古墳時代の土器・須恵器・土師器・石器・青磁・中世陶器・瓦器・近世以降の陶磁器・近世

以降の素焼き土器・フイゴロ・ガラスが出土している。

45はガラス瓶の底部であるo46～50は磁器である。48の上部と裏面は接合部で欠損している。49は環

状を呈する破片の一部で戸車と推定される。51～66は陶器である。苗代川焼が多いが､加治木姶良系（龍

門司焼を含む）・琉球焼がある。67は素焼きの泥面子である。半分で欠損している。68は備前焼の揺鉢口

縁部である。69は瓦器で外面端部にスタンプ文が施されている。70は須恵器の底部である。

71～73は成川式土器である。74は、表面の一部がガラス化しており、フイゴロか炉壁などの製鉄関係遺

物であろうと推定される。75は砥石である。
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2b層出土遺物（Fig.29．30）

2b層からは、最も多くの遺物が出土している。弥生土器・古墳時代の土器・須恵器・土師器・青磁・

近世以降の|陶磁器・中国陶器・近世以降の素焼き土器が出土している。

76～85は近世以降の磁器である。薩摩磁器・肥前焼．中国産磁器が含まれる。86．87は青磁である。

88は近代以降の磁器である。形態から錘ではないかと推定される。89～106は近世以降の陶器である。苗

代川焼・龍門司焼・肥前焼．関西系陶器が含まれる。107．108は須恵器の杯蓋である。109は土師器皿で

ある。noは甑の底部である。古墳時代～古代のものと考えられる。111．112は古墳時代の土器である。

113は土錘である。

3層出土遺物(Fig.31)

3層出土遺物は3a層と3b層に分層して取り上げたものと、3層一括で取り上げた遺物がある。3層出

土遺物は、縄文土器・弥生土器・古墳時代の土器・須恵器・土師器・土錘・青磁・近世以降の陶磁器・近

世以降の磁器・製鉄関係遺物・ガラスが出土している。3a層出土遺物の種類の傾向はほぼ3層出土のもの
と同様である。

115はガラス瓶である。116は近代の磁器である。117は磁器である。118～122は青磁である。123．124

は陶器で、123は苗代川焼である。125～128は古代土師器である。129～132は弥生時代～古墳時代の土

器である。133は沈線文を施す細文土器であるo134．135は須恵器で、古墳時代～古代初頭のものである。

136は土錘である。137は、表面がガラス化した素焼き片で製鉄関係遺物ではないかと推定される。

3b層出土遺物(Fig.32)

弥生土器・古墳時代の土器・土師器・土錘・古銭・近世以降の陶器・製鉄関係遺物が出土しているが、
3a層以上の出土状況に比べると、近世以降の遺物の量が激減している。

138～142は磁器で、肥前焼．青磁・白磁がある。143は関西系陶器であるo144～146は土師器である。

147～151は古墳時代の土器であるo152は免田式長頚壷の胴部であると推定される。153～155は弥生時

代中期の土器片である。153は山ノロ式系、154．155は黒髪式系である。156．157は土錘である。158は古
銭の寛永通宝である。

39 』
40

＝
1

滝

43
44

ロ 5cm 、

42
0 10cm

Fig.27表±出土遣物S=1/344のみ2/3



飼岸願
59

71

悪
－

60

5

L[三Z_ご)、
、鎮斎ジ 72

46

王二室① 61
73

≦ぐ
|’

47
62

g零
48

C二つ74-〔到
仁． 一Br

63
49

、
0 64

姥

７５

一
コ
厚

65
51

＜口
52

66

b愚
1－

6753

〃
54

68

r －
55

69

56

－医〃
70

57

lOcm0

58

Fig.282a層出土遺物8=1/3

39



"=~－8‘ と．
96

で万
－

「 97
87

－ く
77

98
88

訂ら” ’

竜
99

雪j愚
グー▽戸一79

100

ロ"雷” 89

101

I、

90
ノ

〃

102

91

81 103

霊
１

，
‐
）
‘

こごう=－，04

92

105

82

ン
鯛

ヨグ陰
83

106

94

Q〃色
84

に
10cmロ

95 Ⅱ I

Fig.292b層出土遺物(1)8=1/3

40



〆引、
107

了7－－一
109

108

Fig.302b層出土遺物(2)8=1/3

こ)〃Ej
l10

s蕊

)
／---,-

'ﾐ麺ノ
112
11

｜

C
i113

010cm

－－ー－

4a層出土遺物(Fig.33)

近世以降の陶磁器・縄文土器・弥生土器・古墳時代の土器・土師器が出土している。近世以降の遺物も

出土しているが、ごく少量である。

159．160は陶器で、加治木・姶良系と琉球焼である。161は土師器椀の底部である。162は須恵器の底部

で、161とともに古代の遺物である。163～166は古墳時代の土器である。167～169は縄文時代晩期の土

器である。167は黒川式の浅鉢、168．169は突帯文土器で、169には孔列文が施されている。

4b層出土遺物(Fig.34)

古代土師器・縄文土器・弥生土器・古墳時代の土器・石斧が出土している。

170．171は古代土師器である。172～181は古墳時代の土器である。172～176．181は東原式か辻堂原

式古段階のものである。177～180は辻堂原式か笹貫式である。182．183は弥生時代後期の壷だが、182は

胎土や色調の雰囲気が本遺跡出土の弥生土器とは異なっており、外来系であると思われる。185．186は縄

式古段階のものである。177～180は辻1

胎土や色調の雰囲気が本遺跡出土の弥生

文時代晩期である。185は孔列文を施す。 187は石斧の基部である。
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＆

｡'ﾉ、uノ画楓尚例､かJMLI樺np外mI：luK4/6亦也，内1m：lOYR不lﾘIfIﾘI外面＄横方向のミガキ・内面：外Ⅲj：赤色顔料塗布
7/6明苗禍色寺-亨っ

⑪ DuJ
南査蝿砥itp外､1.円nII:lUYR2/2洲間色粕．価向：1ロクロヅIき白色粒加油木姶良系，18枇紀．底篠
透明粕‘,守怖、

qSUl〔〃頒思善杯遥N6／灰色2内価勉外而 ケズリ，内面：ナデ

3SDZ⑪土師裾口縁邪7．5YR8/6洩閃樋2121世軸一赤伍軸ナデ 摩滅している
65，3 (1) 土師蕗杯底郁lOYR8/2灰白色咲而 ヘラケズリ古代．底径（･1.7）c、

イコIw山’¥河I記硝服外血：測色・内､I：75YR5/4にぶい4石英．角閃ｲj，白色粒外面：ナデ．内伽：ハケ？笹貫式

側 色のt血ナデ

uaRw’⑪蒜張か墨唾祁外血：lOYR7/2にぶい衝樋色．内面：3石英．角閃イi、軽イi、弥'k時代終来期以降

古堀鉄分付輔のため不明白色粒．赤色粒．

95K9（少占咽厨ff脚邪杯郎内mj:75YR8/6浅閃樋色．外曲：2石英．白色粒．赤色粒外面：ミガキ．杯郎内面：ナ外伽：赤色凪料塗布

lOR5/6赤色 デ

losKl0（り弥生壷四緑邪外､m縁郁:5YR6/6栂色，外面蜘陥：2石英．赤色粒．灰色粒外面：ヨコナデ，内面：ナデ外血11縁郁：赤色顔料捻布．

75YR6/6掻色．内mj：loYR8/2瀬ﾉj内系

灰141色

llSKll①古噛受I』緑郎外面 (スス付務により）胤色．内面：3石英．血色粒外面：ナデ．内臓j：ハケのち外Iii：スス付埼

内面 YR5/1側灰色ナデ

12SK11③古噛尭口緑郁外面：lOYR4/2灰侭褐色．内面：103石英．刈閃石．I‘I色粒外面：ハケのち横方向のⅡ:典外、：スス付猫

YR6/3にぶい世樋色によるナデ．刻み：ハケ1:典

による．内面：ナデ．爪浪あ

I）

13SKl3古填受口縁郁～朋外Inj：lOYr8/4洩枇柾．内伽:7.5YR6/63石英．赤色粒．rI色粒ハケのちナデ

部樋色

14SKl3① 古堀亮口縁稲外面：7.5YR7/3にぶい栂色～lOYR8/･13石英、白色粒．灰色粒外面：11縁部付近は横方向の外而：スス付簡

洩胸侭色．内面：5YR6/6樋色ナデ．他ナデ．内面：横方向

のハケのちナデ

15SKl3①古噛亮口緑郁付近7.5YR6/6柾色．外曲i下郁はススのため3石英‘赤色粒，磯外iii：横方向のハケのちナデ，外Ⅲi：スス付糊

M1色刻み：ハケ具による．内面：

版状工叫による調整のちナデ

16SKl3．⑪．(2)古頃受口緑郎～刷外1,口緑祁375YR4/l照脚色～測色，3石英．角閃石．赤色粒．外面：ハケのち横方向のl甚典東隙式？口碓(27.1)cm・外面：

SKll郁外面胴郁：にぶい胸褐色lOYR5/今1．内白色粒．灰色粒によるナデ．刷郁下半：ハケスス付務

1m'二I縁祁：にぶい仇悶色l0YR6/4．内のち机い耀方向のミガキ．内

面胴部止，f；lOYR3/l烈色面：柾状1:典による詞整のち

ナデ

17SKl3①‘古噛受朋郁ド半外1m：5YR6/6樋色.、内面：75YR6/6．1石英，角閃石．赤色粒．ハケのちナデ

柵世I可色粒・灰色粒

18SKl3弥生尭口縁祁～胴外面：75YR3/l洲褐色．内面I]縁郎：2石英，脚色厩．赤色税外凹：ハケのらナア・内四：平那yr八．1-1【E（劃JノC、

邪7.5YR3/l肌掛色．内面胴筋：5YR5/‘1縦状のI菖典による調楚のちナ

にぶい赤姻仏 デ

1ocr1mrn士蹄廊興も画蹴7月Y回7/B柵価一3石英．凹色穂．亦也柾啄極のため4､馴脚賑いa〃c、

鋤SKl3①弥生か壷口縁郎外面:IOYr8/4浅醐樋也,内1m:75YR7/j13栖英．赤色種．I~I也租外UI1：1-1豚蝿虹“王嗣〃11ﾘ”l－l1E（皿.Wcm

古頃にぶい捜色ハケ．頚侭は綴方向の細かい
ハケ．内1m：ハケのちナデ

21SK13．4b・①古噛兜崩郁外､j：lOYR6/3にぶい衡樋色．ほとん3イ】尖，亦建柾，M巴柾外皿：八八両柳vﾉﾉどの句､卜瑚・か脚I・ハハ1，刷1

SK14どスス付埼のため1M色．内面:75YR6/･1刻みはハケ典による．内面：
ハケのちナデにぶい樋色

22SKl3⑪古噸’二I縁郁10YR8/4混質極色3仙央‘刈IxJｲ】・’－1巴靴‘外H1ルハァuﾉ勿丁7．nmI．
硬 ナデ

郵SK13①古域高杯脚郁75YR7/6樋色zイ1采．I』巴枇”皿・ハフvノワ』手唖′'．
外面：ナデ

別SKl3①古項高杯杯部外、：25YR6/8樋色．内血：luYK7/･Iz伺央、亦巴狂ハゾvル〕ファ
1＝壁L、論、伽

25SK13①古城高杯脚部lOYR7/‘lにぶい醐樋色z個央，1-1巴“小巴砥汁叫ﾙ'､．'v'‘つノゾ，r，四｣･I'p、
櫨過痕

26SKl‘1①古堀兜I了I縁郁～刷外1m：lOYR4/2J火側間也．内閲：7.勅勘梱央，1-1哩靴．〃5巴慰フト↓山・ツソ：l'、ハIW11v''ｰ′『↓,"・〃、ハ1丁'”
倉五vpR/』,R・壁L,厩打，め不明)．内面：ハケのちナデ

27SK14①.(2)古堀亮口縁郁～閣外1m:2.5YR5/3にぶい亦倒色．㈹1m：3イ1央”LⅡ』・~アア・’'11川．′､''v'つアruI』．ハハr』“
域ヮ貝vpR/R畑髄ナデ

銘SKl‘1⑪弥生か更？開郁l0YR7/･lにぶい岡砥色zイ】尖，1J巴柾γ卜皿・ハブ．I'y慨1．′､~′v'つア『uu．／、ハ剛令0
ニト鵠 ナデ

”SK1‘I② 古域受底郁7.5YR6/4にぶい樋色ふむ央・11哩柾”肌I･唾〃1回jvﾉ脚､.'､''・rw山．

ﾅ･デ

鋤SKl41②古噛晃底部75YR6/4にぷい樋也4口央．1-1巴祉．啄アト皿
細かいハケのちナデ．脚郁との接合邪で欠拙

内面 ナデ

31SKl‘1①古噛高杯’二I緑郁外、:2.5YR6/6赤間色．内1111:2.5YR7/uz旧凹祇外山・慨〃lIﾘvノミ〃~T’1句uu・アrl川・郷、唾F鯵lTr聖、“
蜘 釦ナデ

認SK14① I酎噛高杯『I縁郁外面：25YR5/61ﾘI赤間色，内叩：Zイ]央，M巴祝外､I 横方向の細かいミガキ，外而：赤色賦料撒布

lOYR8/‘1湛蹴樋色内面 横方向のナデ

鍵SK14②’ 古噛財底部外面・吸血：lOR‘1/6赤色．内血：I0zイu央・11巴砥プト皿 底面：細かいミガキ‘外批i・底面：赤色顔料撒布

YR7/4にぶぃ戯樋内面 ナデ

⑤凸企むロQ何N 言鮎砺塞函鰍7尻V時偶/R厩伍3打央一111里¥Iアプー

35SKl3。①。②弥生か壷？朋郁外面：2．5Y3/l肌褐色．7．5YI《5/z3イ1央・11巴駆，小巴祉”山・ハァ，I'ﾂul小皿4へ1.酷

士 砺匹劉缶による飼整のちナデ＠世1A

51
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Tab.2遺物観察表(2)
番号区閣種別蕃撞部位色飼（粕飼）砂粒の酷土鋼竪胴写

多さ

36SD5①縄文深鉢開部外面：lOYR6/2灰侭褐色．内面：凧3石英．［I也哩領万I､】のミカキ

仏

37SD19①古頃亮口縁部IOYR7/2にぶい質樋色3石英．白色粒．灰色種ハケ のちナデ笹貫式

38PI8縄文胴郁外面：2，5Y7/2灰閃色，内面：25Y3石英，間色粒外血 ナデ，沈線による施文．晩期か

4 /l黄灰色内面 ケズリ

翻避-t染付半簡碗口縁筋十1染付け妃胴煙

40東区カクラ鋼忠蕗口緑部内外面：5Y6/l灰色．胎土：N6/灰色l白色粒回転ナデ

ン

41東区カクラ古堀高杯口縁郎外面：2.5YR4/4にぷい赤掛色，内面；2白色粒，石英外面：主に横方向のミガキ．外面：赤色顔料嬢補．円血：

ンl0YR8/3洩黄桓色内面：ハケのちナデ赤色顔料付藩

42東区カクラ古j、高杯脚郎外面：lOR4/6赤色．内面：N4/蹄灰色2石英．赤色粒外面屈曲節より上部：綴方向脚径102cm、外面：赤色顔科

ン飴土：lOYR7/4にぷい茂柾色のミガキ．外面屈曲師より．ド繊布，杯郁との接合郁で欠捌

部:横方向のミガキ.内面上部：

ユピナデ，内面下部：ハケの

ちナデ

43東区カクラ古j、童底郁外面：lOYR7/4にぷい黄柾色．一郎肌2石英．赤色粒．白色粒外面：ハケのちナデ．内面：

ン班のため暗灰色，内面：l0YR8/2灰121板状の工典によるナデ

色

452aガラス腹底郁75YR2/3種暗禍色斑径（&5）c、

462a染付碗斑部粕副：青みを帯びた透明粕．融飴：叩11全面施粕

灰白色

472a染付皿底郎粕劃：青みを帯びた透明粕．磁胎：灰l鹿f『昼付け脇のみ無粕肥前焼底径（60）c、

白色

482a染付欧､j脚袖飼：青みを帝びた透明輪．融飴：印11災面篤輸馴治以降

灰白色

492a患群戸叩粘詞：透明輪．磁飴：白色1回転ナデ．上面と下面&黛狛近世以降

別2a白田碗底郁柚調：緑味を帝びた透明粕，磁胎：N1白色粒内面：施軸，他：無粕底径5.1cm

7/灰白色

31Za周呑碗駈郎狛飼：7．5YR4/3褐色．胎土：5YRl内位i兇込：現状に黛軸，高台：加治木姶良系．底径4傘、

6/4にぷい樋色鋸紬

DZZa采1ヅ碗口障邸狛固：透明駒．口癖部のみ25YR6/31総粕波佐見焼

にぶい樋色．呉州2.5GY6/lオリー

ブ灰色．磁胎：N7/灰白色

““間野蝿かH､かI－I祁陥桐碑§5Y7/l吠臼色不透明‘酷土:7．51白色粒随粕胞門詞118世紀後半～l9iit

皿YR5/2灰褐色型向ｨl'鱗十土、J1

ザB

“両画畔l｣樺師福閣：5Y3/Zオリーブ胤色不透IJI、2白色粒、縁郎上面:黛鞘.その他施粕，甜代川娩

飴上：N6/灰色剛嵯÷デ

”“閣蒔辞l-j韓姉稲瑚:5YR3/'四脚色不還lﾘj粕.飴上：1白色粒臆粕

25YR6/6橿色

皿J 岳汎

両置玉I－l啄師砺飼57．句YK3/Z棚間色千通明狛，胎2石英．灰色粒口縁郁上面：爆柚苗代川焼18枇紀以降
土：5YR5/3にぷい赤描世

シ『 ＆皿

雨宮掴鈴砿”掴濁soYKo/l制吠巴ｲ､逐明・睦士：1全面施狛．内面：カキﾛ簡代川娩．18～l”t紀
2.5YR7/4淡赤拙睡

Q~ “

両国埴斤唾”碩酬5DYq/Z汰巴．千重明．防土：3H色粒内・外面：笛噛．底面：無狛．苗代川焼．18～19世紀
N6／灰世曲蹄．全土、

マジと釦示距1万吋｡I－U嘩皿plUK里／唱胴で画1画I

鋤2a陶容山茶家口縁部輸飼
lUU1‘､/n町啄汰巴・千重刷・lH色種口縁郎上面：無狛術代川焼

勝士 25GY3/l蹄オリーブ灰色
華● ~回 面面

へ里4－J.辱”掴幽・必DxKJ/’輸亦汰巴干唾明碩，l間色狸琉球焼

飴土:鰯YR5/l赤灰色（多い）と25

YR5/3にぶい極色（少ない）が網状

に漣ざる

~な■ 面面 垂

姻閏･ｲﾜﾜⅡⅨ‘丑/乙泳閏巴干唾,I．一師7．31日色租内､j：無狛径（102）c、

Y6/2灰オリーブ色．胎土：N3/暗灰

色

ローマ酉.』幻'恥 ＝

掴閏.'･ひ肌'｡'母叩啄巴千五‘ﾘ』，画工;乙･ひZ日也柾内面：無粕苗代川焼18世紀後半以降
YR4/1歩隈伝－，~一、

『勺＝一旦一… ＝

雨間・uUIzK‘､'JO一･･W,以潤巴ﾉ1,唾卿・1円睦和内面：無粕苗代川焼．l8ilt紀後半以降．
飴菅12：2局YR6/4にぷぃ畑伽…，毎今、

画2a陶雷萱輸関 必型nwo勾・ノーノ掴巴4､唾ザj雨．l内面：黛狛
飴-f 25Y7/l灰白色

“2a陶群土賦底郎輪飼
nuZ風｡u'Jo-々､いり4脚巴′1､唾卜ﾘj・乙聞巴狸ナデ苗代川焼18世紀後半

胎土 25YR6/・1にぶい檀色
画“
”■…ツヒト判り6握邑刀Ⅱ皿f′⑥~、旦旦ロロュモ幽面DMf曲面雨』歴師

－

－雨宮乃幽”L凸嘩、砂ⅡU皿⑨′⑥面も、樫アロニロ強画片初。里÷壷鐙尖令竺

一幸

一四今噂画I凸碍up垂互■Ⅱ⑥ノf凸凹歴＆里ソ歯宣r画面些踊罰醜既百・孝心も夕→一十

一勺奴"、口もQ＝基為皿FL可邑丑〃P元nL4ｱﾛﾆｴﾛｵ面田・＝-m｡〃唖

…凸 トリ字らq＝

処鶏‘申LUU風〃色0－季b･風皿J灯央．町内打．I旨I色粒．極状の工具による詞笹のちナ

離苦紬鈴芋

甲＝

~色■凹むⅡ旺馬弘砂必却XO/畠旋山巴二毛J可垂『三』唖面VI1m酌〃、今、七色ユー言？

■ー

一閏毎瓦一卯曙旺哩凹JpZ皿一釦汀工四一FⅡア齢冒画面一、ニハ●．串垂嘩ロ÷－クa

今ロ グ-ﾛ－

エ山・色･DIa/』瓜l火巴・一Itp鍵凹か刀1日色種不珊炎面の一郎ガラス化
口？ラス化している．下面g25YR7/4に

ぶい柾色

巴、〃

凸 u'率Iツ′』､､、’一↓秤Ⅱp～園姻闘・丙か琶爾U,疋唾明福・逼騒：日l内面：呉弧による咽纏肥腕か

部色

町p ~U奉り万犀

’4拝”～胴掴点．同年哲而u遮唾wJ掴・瞳扇呂吠l外面：呉頚による施文厳巌磁器

砿I‘1世



Tab､3遺物観察表(3)

喬坊腫樹種別番俺部位色詞（粕到）砂粒の胎土調盤備考

多さ

782b染付碗口縁郎袖調：苛みを帯びた透明輪．磁胎：峡l内外伽：呉頚による施文

121色

792b染付半簡碗’二I織部柚調：透馴袖．磁胎：間色がかった灰l内外面t呉瓢による施文肥前

+111鯛白色

釦2b染付碗口縁郁飴調：青みを怖びた透明粕．磯飴：灰I外mi：典弧による施文

白色

812b染付Ⅲ1胴部～底郎柚調：宵みを締びた透明粕内面：染付け文様．商台畳付肥的娩

け節：無粘

822b染付大皿か盤底部粕調：75GY8/I明緑灰色味を帝びる．lロクロ仕上げI‘I色粒中岡巌か

半透I乳磁胎：N8/灰白色

832b尚磁染碗か111胴部柚剃：25GY7/11ﾘlオリーブ灰色を帯び1121世粒内外､j：呉細による施文中I司巌か

付る半透明柚．磁飴：明灰F1色

斜2b青磁染碗か皿胴部軸調：2.5GY7/l明オリーブ灰色を帯びl白色粒内外面：呉硬による箇文中叫巌か

付る半透明紬．磁胎：明灰白色

852b磁器小杯’二1緑部柚調：透叫柚，白色l内外岨i：施粕

恥2b背磁碗口縁部柚調：25GY7/l明オリーブ灰色を帯びl施袖青磁

る半透明粕．磁飴：珊灰白色

碗2b背磁碗I｣縁郎粕閥§25GY7/l明オリーブ灰色を帝びl白色粒施紬青磁

る半透明袖

882b磁器鎌？袖調：75GY7/11ﾘI総灰色．不透Iﾘl粕，l艮さ49＋ucm・幅1.4cm．

磁胎：白色 砿さ8,799

892b陶器碗底部粕調:5Y7/2灰i‘I色．不透明飴，25Y6/11白色粒ロクロ．内面兇込：環状に無腿門‘jl焼，18世紀後半～19

釘灰色に顛似粕世紀．’二I径Zkm，旺径

4.4cm器高34cm
0

卯2b陶器碗か杯か口縁郎柚調:2.5Y6/6明償間色．不透明．胎土：1白色粒ロクロ髄門M118世紀後半～19世

皿5YR5/3にぶい赤榔色 紀

912b間讐碗底綴袖詞 透明紬．胎土：25Y8/2灰白色】白色粒外面鹿向付近：無粕関西系．底径3.6cm

922b磁器皿底部軸調：5Y6/3オリーブ黄色．，卜透Iﾘl粕．l白色粒、灰色粒回転ナデ肥嗣焼．16世紀末～17世紀

胎土：5YR6/6樋色初飢．底従（5.0）cm・内閲

に飴上Iiあり

932b間器小杯？I]縁郎袖調：75Y7/l灰白色．不透明．飴上二1白色粒ロクロ阻門‘jJ晩

75YR6/4にぶい樋色

942b陶器亮口緑郁柚調 75Y7/I灰白色．不透Iﾘ1．胎土21白色粒ロクロ前代川焼．18世紀以降

5Y5／ 灰色と5YR6/4にぶい樋世

弱2b陶馨播鉢口縁部粕調 5Y4/2既オリーブ色．半透明軸，1口縁郎上面：黛粕苗代川娩

胎土 5YR5/3にぶい赤褐色

妬2b陶器鉢1．縁部軸調：7.5Y3/lオリーブ肌色を購調と1121色粒内ml：罵融薗代川呪

Lた半蓋明軸．内面：7.5YR4/l褐灰色

972b陶蕃土蔵口縁脇柚調：2.5GY3/l略オリーブ灰色．半透1口弼邪と内血の一邸が黛稲薗代川煙．15種私便干以降

剛一飴十：7易YR4/Z灰褐色

982b陶器土賦n縁部粕調：25GY3/l暗オリーブ灰色．半透11－1鴨肺と円叩の一師か黙稲曲1噌川配．』5画托便干以牌

lUI-胎十：7-5YR4/2灰削

鱒2b陶器土鍋口縁部柚調:5YR3/2蹄赤細色.不透ﾘl柚.胎土：1，世粒外､'一・節・内血卜師：腫稲岡閥兼

InYR7/I隣I‘I

,『、ワリ、凶翌十種癖認5VI悪/釦にぶぃ稚拙仏1口色粒．砺英ナデ的代川呪，13唾起悦干以畔

1012b陶器碗底部袖調:あざやかな絃色．半透Iﾘl粕．胎土：1脱色粒叫転ｰテ，外凹・脚一師：聴聞四氷・’9匝粍刀、

l0YRH/2峡''1仏 柚

l蛇2b陶器壷？差外面：5Y5/2灰ｵ･リーブ色を購飼とし1曲色粒内血：蕪福田1W11呪．15～』ザ厩邦

f･半秀明軸－5YR5/2灰褐僅

1032a・2陶器土瓶蓋柚調：75YR‘1/3褐色に黄色味を帯びる1121色粒内ml：黙稲曲沌川煙lu画に恢干畢牌

I，糸祷駅軸IAl[、：5YIﾓ6/3にぶい概伍

1012b陶器上甑置粕調：5Y．l/2灰オリーブ色．半透明．lロクロ・外凹のがい桐田1UIl呪ID区記唾1.ﾙ人秤

畦－1‐：見VR見/，峡拙価～醗峡

1052b陶警不[ﾘI口縁部柚調:5Y4/2灰オリーブ色．・ド逓明顎，1日哩租外ⅢI鼠梱”か吾収リ．’'1皿.

除1．：尻w悪/flにぶい赤拠批施軸

Um1‘》1，座』蕊1祥螺リ員VHR/，厩洲&価l血色唖lul勲ナア．仰口

w宙①1，師Qtf縄幽忌砦見YR/I隈価11号1色証ﾂﾄInI-I:帥5ヶ入りfl巴・アア

l側2b蝋忠器杯底郎？25Y7/l灰''1世，外面ド部に2.5GY3/12岡色駆外1mに姉；ケ入り，把息テテ唾、.､ノCm・フト山rmj．園

蹄ォ'】－プ峡仙（IfI挫紬）然軸付輔

l的2bI:師器皿u縁郎～底7.5YR6/‘1にぶい樋色.一部灰色（肌斑）1旧也犯脚転ナア

蝿

1102b 8苛頃か甑底郎外面:lOYR8/1版間色と照灰色（1M斑)．l［I也駆ナア

.frH，1期耐：1nYR7/I隈141仏

1112b IIi噛壷胴部75YR6/4にぶい柾色3イj央・メリ閃イル際・日外皿ﾆナア肉Ⅲ昨恥万1W極v〃こ”｡r圃旬、

世粒明．外面：沈線文による施文

1122bIIi壇高杯か鉢嗣部外面：25Y．1/1脚灰色，内面：lOYR8/21間色種ナテ外ﾛﾛ咽邸”・麺匹睡1－ム○罰

I 蕃向偽み

1132b紫焼土鋒2,5Y7/2灰闘也2イI央・刈1期ｲ1．H凹柾ナア正己，j･色cm・稲Ⅱ．“ⅡID，皿弓

6.019．外面に斜め方向の擦過

喪あI）

Ⅶ具兜ガ弓叉藤？醒螺牽価_がかった携剛侭

11便q？也付砿1-1鎚鼎軸禰：携剛軸一躍飴：I且1世l腫梱，外Im5巴転lら~唱馳I"】咽而時1u入畔

1173染付皿底部付近外面：青みを僻びた透明柚，磁胎：Nl脚色粒臆瓢．内､l：染弧にて又律

R／灰内伍

1183青磁碗口縁部紬劃 75Y6/2灰オリーブ色f透明袖．l施輪

磁胎 N7／峡I‘I価

1193粁鎧ⅢI口縁部柚調 7.5Y‘1/2灰オリーブ半透lﾘI柚，l白色粒施軸

磁胎 N7／峡向価

53



54

Tab.4遺物観察表(4)

番号区用種別器樋郁位色調（軸調）砂粒の胎土岡披備孝

多さ

l鋤3青磁碗口縁郁粕調：青絃色．透馴軸．磁飴：25Y1白色粒絶軸，外面：文槌あり

7/l灰白色

1213青磁鉢口縁郁柚調5GY6/lオリーブ灰色不透明、磁1白色粒雄狛

胎：5Y7/l灰141色

l理3青磁碗底部伯調:25GY6/lオ･リープ灰色．胎土：1赤色粒内面見込部・商台天井部：無庇径（7.7）c、

25Y8/2灰白色紬

l露3陶容壷口縁郁狛飼：l0YR4/2灰質褐色．飴土：51白色粒口縁節上面：黛輪苗代川焼.17世紀口径(15．0）

Y5/l灰色 C、

1243a陶爵鉢？口縁郁z5YR6/6樋色2白色粒．肌色粒回転ナデ

1253土師盤兜旺郁10YR8/4洩枇樋色3石英，灰色粒外面頚部：ヘラケズリ．他：

ヨコナデ

1溺3土踊雷史口総脇lOYR6/l細灰色3石英．白色粒．原ヨコナデ

1273土師涛杯眠筋75YR7/6樋色2ウンモ.角閃石.白色粒．摩滅のため不明．底面：ヘラ

赤色粒ケズリ

1283土師濁皿I言I縁郁25YR6/6樋色2イi英．白色粒．赤色粒，ナデ？（摩滅のため不明）古代以降

1M色粒

l調3門堀晃唾師外面：鉄分筋のため不明．内面：25Y3石英．白色粒．赤色粒外面：不明．内面：ナデ

7/2灰黄色

1鋤3弥生堂1－1繊邪z5Y8/3淡関色2イi英，白色粒外面：ハケ．内面：恢状工具

による飼整のちナデ

1313弥生か薮刷郎外面：25Y8/3淡侭色．内面：75YR7/43禰英．白色粒．赤色粒．ナデ

古 噛にぶい樋色肌色粒

1323古咽高杯脚部外面：鉄分付筋のため不印】瞭空YR2桁英．肌色粒外面：ミガキ？，内面：ハケ外面：赤色顔料塗布

5/4にぷい赤側色．内面：75YR5/2のちナデ

灰褐色

1麺J魂又唄雛鮪土：75YR5/1褐灰色．内外面：鉄分不明不IﾘI外面：貝姓条浪，沈線文

付軒のため不印I

I型J牙l理香ハソウ醐罷内外血gN7/灰白色．飴土：5YR6/12白色粒ナデ

褐灰色

』“J馴恕蚕刑､錘5Y7/l桃同色1，鮭ナデ

』”j系呪：I:狸lOYK7/3にぷい画硬色馴似2イガ英，白色粒ナデ？長さ32cm・幅1.4cm、Ⅲさ

畠4q”

'“Jノイヨ外凹：⑤Y7/l吠臼色．一邸ガラス化l而英

【1？し黒色．胎土内師は赤化している

』“JD螺1W現Ll嘩蝿稲燭：両みかかかった亜Wj粕．田騎：1外面・内面に呉畑による施文肥的か？

白色

』”J、宋阿蝿1-1祁雌～踊稲周：両みかかった透明稲，母肪：臼l外面・内面：典蜘により胞文中191滴朝18世紀末～19世
郊色 さ1『-1薯イO尽I侯…

uもU

JU丙画顕齢梱飼二忽”w/l馴才リーフ1大色缶禰び1El色粒内外面に施文．内面は呉須に肥前焼

る半透明袖．磁監：明灰白世上皇

』eM

JDw画蝿殴”福燭；7．.Yb/z吹オリーブ色．岡行無111也粒高台畳付け邸の一部と高台天

輪部分：2.5YR6/3にぶい樋色．磁胎：井郎：無粕．内面：施文
N7/灰白色

n.廿必

’.U回唾廓駄Bp碩鋼：靴遼耐ひた垣醐稿．母硫：Iウンモ？、白色粒庇面：無狛底催8.仇、

lOY7/l灰白色

L49，

．，脚“配砥np稲銅：z･ひY恩/l吠I旨I巴ｲ､逐ｵﾘI稲．肺:I:：’’二1世粒高台付近：無粕間商系底篠3.7cm

5Y8/l灰白色

Ⅱ守廿J、二Ⅱ乙即母L』*眠”○YKV/判にみもい樋也Iウンモ猫も伍対十デ

JTJ

，JU‐L四宮唖唾”lUxEw/、16-ふい瓜磁巴Zウンモ．赤色粒．肌色回転ナデ

鮒

LTU ④U

‐LI4ﾘ画面､刀､叫睡”lUx“/lj火1J巴2ウンモ．角閃石，赤色摩滅のため不IWl古代以降
鈴

凸でU

、"U口々餌工哩”色、w/1旗M巴・陶画内皿：oYKb/4に4枇央．町内石．軽而．外面：摩滅のため不明．内面・脚礎（90）cロ

ぶい樋色白色粒．赤色粒．脚台内面：極状の工具による
型輔、也牛亭

1幅3b古噸墨底部75YR7/4にぶい柾色41異．臼色粒．粍獅．摩滅のため不珊

也粒
&ー■シ

、"U口･典：豆唾I”アト山・lwKU/乙汰1ｺ巴・門四：距姉1J4イI長．角閃石．臼色粒．外面：ナデ．内面：不明

藩のため不明Ⅲ価勉

＆、”

④Uロ弧酌同、卿”y卜皿；lUKU/b亦哩・磁土：頚Y8/3狸2石英．赤色粒外面：ミガキ外面：赤色画料繊布
歯色

且J且

．,U口弧面面、卿”フトMu・lUKD/、亦巴・I'ｿⅢJ思双オ1”iのZウンモ，蛭石．刈I刈石，外面：ミガキ．内面：ハケの外耐：赤色顔料鹸布

ため不明．一郎照灰色（瓜斑）141価鮒士､÷デ

a… JU刀工弓画
幅“ﾌﾄ凹・lUYKU/“比瓜也巴，一陥肌蝿の3イ'英．畦石．赤掲色粒外面倉ハケのちナデのち沈線免111式

ため照灰色．内面：lOYR7/】灰白色による臆文．内面：ハケのち
÷亭

且…⑭叩”､ユュ垂’一J秤np必pxH／乙虹丁旋凶IgA処ウンモ低岳盃賑f肋”コョ÷亭？ロID÷l-T耐分

ユヅ■Ju”0コもエ’一』再”ろ｡Ⅱ〃乙旋皿【巴ZJn要一m閃万一口価”ナデf[1H2も介垂

』~

②U添墾豆U｣嘩睡lUYKノ/z↓己ふい画逆・睦とんど妖分2イi英・円色粒．赤色粒．頚郎：ハケ．口縁郎：ヨコナ胤髪式系．口径（鋤.6）c、

付葡のため不明川世粒デ

且”

JU哉睡－1乙塵”Kb/J1らふい紅巴Zイj奥・I引色粒．赤色粒ナデ圧さ5垂m・帆2．灸、．】Xさ
ワ尾J1”垂『雨1－躍塑姉r全A1

』ﾜ‘。，姦配二】二醗DYKb/b位巴を姶詞とする・一邪、洲2石英．白色粒，赤色粒ナデ長さa9駐m･幅L壁、Ⅲさ
灰色尾⑨尾‘、塞市r-鐘翠姉迄I，

且切。 恐団

廓蒔型I－l揮馳梱現亘Z｡YKb/z・イ、唾明・鮪土：l内外面：箆袖加治木姶良系

lOYR8/2灰白色

且W

“．‘､越南画U乙蝿顕”預酬：樺味産術ひたりY7/z吠IzI巴・’1号I也粒内面：回転ナデ琉球焼．19世紀以降

不透明粕．内面・胎土gZ5YR4/l縄

灰色

&U且細劃一L四宮鹿昭X帥イ､F殉Z’三11,”ヨゴ÷デ審祇i・錐轄升韓



Tab.5遺物観察表(5)

稚『ワI曇田廻万リ魔題馳鰹色詞（穏鋼）砂粒の飴上調笹備考

多き

Ⅱ唾fa狐狸奇砥節Nb／吠凹lFl仏対庇而：ケズOj【幻牡而2十字

』い》佃向弧配’一J稼邸外血:頚Y7/3浬蜘色～IM吠色(肌斑)．4石英．灰色粒．赤色粒ハケのちナデ

内面：lOYR7/2にぷい閲樋世

1M9a画碩琵脆師外血：lOYR7/3にぷい両極色．内面：3{i英．白色粒横方向のナデ

5YR6/6種色

l的“蘭咽岡ff脚部外剛：lOR4/6赤色．内mj：l0YR7/4に2灰色粒．赤色粒，’'1色外mi：横方向のミガキ．内面：外面：赤色顔料換布

ぶ い伐樋色粒ナデ

1面4a弥生か蛍唾部lOYR6/6明衡褐色2石英．肌色粒外面：ナデ．内而ハケのちナ

古 堀デ

Ib74a縄文揖鉢口縁邸～閉外面：lOYR7/2にぶい簡柾色～胤色．2rI色粒横方向のミガキ縄文時代晩期．外面：横1条

脇内面：肌色 の沈銀女

l“4a縄文深鉢l冒I繊部外面:おYR3/lIKl柵色．内Ⅲj:7.5YR4/13イj英、I＆1世粒外面：横方向のナデ．内面：縄文晩期．刻11突帯文

褐灰色ミガキ状の丁寧なナデ．一郎

ミガキ

l的‘1a縄文深鉢口縁部5Y‘I/1版色～M1色4石英．白色粒，暗外面：横方向のナデ．内1m：縄文晩期．孔列文あり

摩滅のため不明

1704b土踊器杯11縁部～底外而：7.5YR7/4にぶい樋色，内、j：3イi英，角閃ｲi・白色粒，胆1転ナデ古代

邪lOYR7/･'にぶい伐樋色赤色粒

1714b土師善受！｣縁部外面一部：5YR7/6樋色．他：3イ了英．伽閃ｲi・赤色粒ヨコナデ

lOYR8/2灰白色

1724b古噴晃’二l縁部外面：lOYR8/3洩侭柾色．内面：鉄分2イi英．角閃石．白色粒．ハケのちナデ笹貫式

付荊のため不明赤色粒

1734b古墳晃凹縁部lOYR8/4洩前橿也3石英．白色粒、灰色粒ヨコナ･デ‘絡縄突術辻蛍臓式？

1744bIli堀晃口縁郎外面：（スス付粁のため）lOYR4/22イ『奥．赤色粒．照色粒外面：ハケのちナデ．内面：辻堂戚式？

灰黄細色～照也･内面：7.5YR7/6樋ハケのち丁寧なナデ．ハケ典

色 による刻み

1754b弥生壷I』縁部lOYR6/3にぶい闘樋色41イi英，赤色粒･カクセハケのちナデロ径（238）c、

ン石，白色粒

1764b弥生か胴部7.5YR7/4にぷい樋色．外血一・脇にM1斑2石英．141世粒．肌色粒，ハケのちナデ．刻凹はハケエ

古埼N3/略灰色赤色粒典による

1774b 1 域高杯11緑郁外面：2.5YR5/61ﾘI赤褐色，内、i：2石英．軽石外而：横方向のミガキ，内､j：外血：亦也馴料爾布

lOYR6/l姻灰伝ナデ

1784b Iif噛高杯n縁部外面：2.5YR5/6明赤褐色．内面：2イi奥．121也粒．赤色鞄外血 横方向の細かいミガキ．外面：赤色顔料撒布

75YR7/6樋色・2.5Y6/2灰枇色内面 ハケのちナデ

1794古頃高杯口縁部外面：lOY4/6赤色（赤色顔料．ほとん2角閃石.ウンモ.白色紅外血：ミカキ．内1,1妖苛阿禰外皿呂亦哩叫l村確伽

し蝿げていふ）I刈而：75YR7/6柵仙赤色粒のため不明

l鋤4b I!i埴高杯杯部外面：loR5/6赤色．内、j：7.5YR7/62イj英．川閃ｲ1．軽ｲI外､l：領加鰯】のミ刀千．門ⅢI：外mI5呼巴皿¥T唾ｲﾛ・T1､”Lu

崎 仙ナデ縁部接合部にて欠拙

1814b古堀商杯杯郎外面：5YR5/6～5/8明赤間色，内剛：3イI尖．川内イ1，昨ｲ1．ハケの功テア8-』唾Iの.UjCm．一mWOノ参､ソ
,､v酷パ1亨鍾い怖柵1.1世粒一赤色粒あり

l鯉4b弥生管【言I縁部～別外面：イ弓明．内曲：75YR5/3にぶい間ZイI央・岡巴柾．亦巴砥轍〃1脚jvノハアVルフ楓刀I"JvﾉｰL河､土PWUWXm・アr不不''~・凶
域缶 風によるナデ 径（10．0）c、

1834b弥生職口縁部外面：lOYR6/3にぶい両樋色．内ml：4イl央、川IxJ伽、団哩柾ゴこ』7丁アr不'Tm"･『
ワミ、F醇尽／冠

l桝4b弥生か胴部外1m：2.5Y3/1冊倒也．内un：z・sYK5/Jzイ】央．11巴柾．亦巴駆丁7．剛1-1畔ハバ'､-』-識0－今
る-8.峰l■壁、、脳R“

1854b縄文深鉢’二I縁部外面：M1色．内血：7．5YK5,'3にふい‘1イ1矢、M巴柾．旅哩祉コヨファ表，"へ,､軍.…'可へ…′
邸1打，

l蹄4b縄文深鉢I~I維郁外面:lOY『5/2吠関樋色．内血:z・sY6/z3イI采・刈IxJ11・回巴wu，函〃l‘ﾘvノミ'（
唖輔銘011伍鈴

Tab.6遺物観察表(6)
畢皿ロ唾錘uII巽鐘一たえ基（d､面､）ML3l質ノ堀･弓

全先呈、〃号陛＆、唾由る争窪り珂弓×ワ4lx（】ⅡZ.駒凸P

7 52a1
塊ロキ群Ⅲ種

1142bl
3魂概唖伽

1銘3bI
曲、＊粂諦堂？少見Xク尻xnl

1874bイ
“赤舘l柳妙石

55
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時代 種別 時期 樋別 認樋 炎採 カクラン 2a用 SKlSD6 SI)7 2b層 3層 3a咽 3b層 SK2 SK9SK10 SDlSD2SD3 SDlO SDll

縄文 土蕃 縄文晩期 洩鉢

縄文 土蕃 縄文晩期 深鉢

縄文 土器 縄文晩期 不明

縄文 土器 不明 1

弥生 土善 中期 肌礎式 受 1

弥生 土蕃 中期 肌聾式系 鋤 I

弥生 土器 中期 山ノロ式 受 1

弥生 土器 弥生中期 完 1

弥生 土善 弥生後期 戦

弥生 土善 弥生後期～終末 戦 1

弥生 土濁 後期～終末 免In式
、OF

fIl【 1

弥生 土蕃 瀬戸内系 戦 1

弥生 土器 中赤野式 兜

弥生？ 土涛 受 1

弥生？ 土善 蝋 1

弥生柊末～

古埴

土蕃 受

弥生終末～

古壇

土蕃 蝋 1

古墳 土審 収 式 兜

古噴 土器 柾 :式 兜 1

古墳 土善 成りI式 斑 2 2 2

古斌 土器 成りI式 鉢？

古域 土善 成 11式 高坪 1 4 3 5 4 2

古域 土蕃 成Ⅱ式 j＃ 1 1 1 1

古壇 土善 皮Ⅱ式 受か鉢 】

古頃 土善 成11式 高坪か鉢 I

古頃 土器 成 I式 商坪か琳 6 3 12 5 1 13

古噛 土蕃 成 I式 不馴 1 1

弥生～闇 j、 土蕃 兜 4 2

弥生～f城 土器 ’群 職 I 1

弥生～＃楓 土器 」藩 商坪 1

弥生～il堀 土蕃 」群 鮒か壷

弥生～iI堀 土器 土審 鉢？ 1

弥生～11堀 土盤 上勝 絡縄突帝 3 1 3 1

弥生~古嫡 土器 土器 躯広突帯 1 I

弥生～古頃 土器 土善 三町突帝 】

弥生～古頃 土器 土器 剣11突帝 1 2 3

弥生～古墳 土器 士器 不馴突帯 2 2 6 5 1
弥生～古城 土毒 上容 不明 5 13 101 1 ‘1 7 371 知 15 170 2 9 】 1 1 I I
古壇か古代 土容 土蒔 甑 1

古楓以降 須恵爵 杯遥 1 1

古墳以降 須忠蕗 杯 1 1
古堀以降 須恵答 ハソウ 1

古墳以降 穎忠群 横履？ I

古城以降 須忠群 器穐不明 ク
』 5 4

古代 土障容 古代 墨 1

古代 土師群 杯 6 4 ワ
“ 1

古代 土師瀞 碗 】 1 1
古代 土陣容 皿 1
古代 土踊蕃 聾随不明 1
古代以降 土師群 杯 2 1 2 3
古代以降 土師晋 碗 2
古代以降 土踊群 濁樋不明 1 9 41 47 4 15 1 1
占代以降 土鎌

1 1 2
近世か 泥面子

I

石善 石斧

石善 砥石 1

石 M1昭石 1
中世 青磁 碗 6 3 5
中世 青磁 皿 1
中世 青砿 鉢 1
中世 背磁 勝樋不明 1 2 2
中世 白磁 碗 2

中世 備前焼 播鉢 1

中枇 瓦群 器樋不明 1

中ft 古銭 照寧元賓 1

近世 古銭 寛永通宝 1
近世以降 陶器 苗代川焼 7C 蹴？ 1

近世以降 陶蕃 苗代川焼 7Cか 兜 1
近世以降 陶蕃 苗代川焼 7Cか 8C 鉢 1
近世以降 陶蓉 苗代川焼 虻～ 虻 壷？ 1

近世以降 陶溶 苗代川焼 託～ 虻 播鉢 7 5

近世以降 陶盤 苗代川娩 “以降 兜 1 1
近世以降 陶器 苗代川焼’ “後半以降 土版 6 8

近惟以降 陶器 苗代川焼 虻 檎鉢 1

近世以降 陶器 苗代川焼’ 虻 鉢か橘鉢 1



57

SDl3 SDl6 SDl7 4層 4a屑 化屑 SK4 SK5 SKll SKl2 SKl3 SKl4 SKl6 Pl～8 SDl9 合計

1 1

4 2 1 7

1 1

1 2

1

1

1

1 1 3

2 2

1

1

1 2

1 I 2

1
ワ
』

2 3

1 1

1

】 1

2 1 4

I 1 8

I 1

1 12 理 5 12 71

2 6 1 1 2 16

7 8

1

39 弱 7 2 1 145

7 3 12

4 3 1 14

6 7 3 18

1

1 1

1

11 5 1 1 26

2 1 5

1 2

12 1 19

3 4 23

1 I 1 3 2別 371 ‘1 13 I 37 ‘15 1 6 23 1723

1

2

2

1

1

11

1

1 14

1 ‘I

1

1

8

2

2
ワ
》

l麹

4

1

1 1

I

1

3 4

14

1

1

5

2

1

12

2

14

1
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時代 種別 時期 種別 圏撞 我採 カクラン 2a層 SKlS閃 SD72b圏 3層 3a層 3b咽 SK2SK9SK10 SDlSD2SD3 SD10 SD11

近世以降 陶濁 苗代川焼 l虻以降 山茶家 1

近世以降 間凶 苗代川焼 時代不明 鉢 I 1

近世以降 間濁 苗代川焼か？ 時代不明 播鉢 4 1

近世以降 周群 苗代川焼か？ 時代不現 壷 1

近世以降 周唇 苗代川焼か？ 時代不明 土疲 1 3

近世以降 陶響 苗代川焼か？ 時代不明 蕃樋不明 1 1 17 1 17 1

近世以降 間固 加治木姶良系 元佃院l8C 碗 1 1 3

近世以降 陶閤 加治木姶良系 元聞院l8C 小皿 1 3

近世以降 間容 加治木姶良系か？ 時期不明 皿

近世以降 周容 加治木姶良系か？ 時期不閥 “不明 2 4 I

近世以降 岡容 加治木姶良系 時期不厨 碗 1

近世以降 陶善 加治木姶良系 l“後半～l虻 碗 1

近世以降 陶容 加治木姶良系 1“後半～l虻 碗か皿か呼口

縁郁

6 4

近世以降 陶圏 随門司焼 1“後半～l虻 小杯か？仏鮫

典

1

近世以降 陶濁 腿門司焼 l虻 皿 1

近世以降 閏群 凪門司焼 l虻 急鋼か？ 2

近低以降 陶濁 随門司焼 l虻以降 土版

近枇以降 陶濁 脳門司焼 l虻以降 水性か？ 1

近批以降 陶蕃 薩摩焼か？ 蕗とし蓋 1

近批以降 陶容 煽繭陶容 l“末～l7C初 皿 1

近枇以降 陶固 肥萌陶器か？ 慣鉢

近世以降 陶跨 玩球焼 大壷

近世以降 間濁 乾球焼 壷？ 2

近世以降 陶濁 琉球焼か？ 斑？ 5

近世以降 間濁 琉球焼か？ 碍檀不明

近世以降 間唇 関西系 l虻か 不靭

近世以降 間審 関西系 土鍋

近俄以降 陶鴎 関西系 時代不明 碗 1 1

近世以降 陶蕃 不萌陶容 鉢 1

近世以降 陶謁 不明陶器 小鉢

近世以降 陶濁 不明陶善 枕木鉢 1

近世以降 陶雷 不明陶讐 腹 1

近世以降 陶野 不明陶容 版か？ 】 1

近世以降 陶響 不明陶器 碗か皿か杯口

縁部

4 3 1

近世以降 陶濁 不明陶蕃 急緬か？ 1

近世以降 陶器 明治以降 器檀不明 2 1 41 40 1 4

近世以降 磁容 中国陶警 曽枝不明 1

近世以降 感容 中国陶善？ 毒種不現 3

近枇以降 駐固 薩摩磁容 l“末～l虻初 碗 2 2

近世以降 磁濁 麓摩磁善 l虻末～l虻初 皿 1

近世以降 磁濁 波佐見焼 1託位 碗 I 1

近世以降 磁濁 肥前焼 碗 1 1

近世以降 磁陽 肥前焼 半筒碗 1

近世以降 磁容 肥蘭焼 検花皿 I

近俄以降 融響 肥蘭焼 皿 2 3

近俄以降 磁容 肥蘭焼 謬種不明 4 3

近枇以降 磁響 肥前焼？ 碗 1

近＃t以降 磁場 肥腕焼？ 小杯 1

近世以降 磁圏 肥碗焼？ 蕃種不明 1

近世以降 磁容 肥前青磁染付 鴎檀不明 1

近世以降 磁容 中国滴朝磁濁 l虻末～1虻 碗 1

近世以降 磁容 中国か 皿 1

丘世以降 磁濁 中国か 大皿か鰹 1

丘枇以降 磁唇 中国か 碗か皿 2

丘世以降 磁圏 中国か 碗か蓋？ 1

丘世以降 患容 近世か 蕃種不明 1

丘世以降 磁審 近世以降 戸耶 1

丘世以降 磁唇 璃治以降 大きな鉢 1

近世以降 磁濁 明治以降 碗 3 9 3 1

近世以降 磁濁 明治以降 杯 1

近世以降 磁得 明治以降 小杯 1 ワ
“

近世以降 磁濁 明治以降 小壷 2

近世以降 磁容 別明磁器 碗 2 5

近世以降 融雪 1畷磁容 碗？ 】

近世以降 磁容 1珊磁蕃 皿 2 1

近世以降 磁麗 別明磁普 小杯 1 2

近世以降 磁圏 1明感器 器種不明 I 1

近世以降 磁鴎 刃明磁蕃 臆？ 1

近俄以降 磁容 刃明磁審 圏樋不明 5 8 】

近憧以降 素焼 鉢？ 1

近世以降 素焼 棚木鉢 1

近世以降 素焼 喬炉？ 1

近世以降 素焼 土管 1

近世以降 素焼 不明 6 2 4

近俄以降 飯冶関連 樋動滞 1 1 1

近世以降 飯冶関連 閏 1 1

近世以降 鍛冶関連 鱈or炉壁？ 1

近代以降 瓦

近代以降 瓦？

近代以降 ガラス 2 1

合叶 10 42 麹 1 10 9 田5 訂2 型 麺 3 13 2 3 1 5 1



SDl3 SDl6 SDl7 4層 4&'層 4b層 SK4 SK5 SKll SKl2 SKl3 SKl4 SKl6 Pl～8 SDl9 合計

1

1

'

5

I

4

邦

5

4

1 1

7

1

1

10

1

1

2

1

3

6

1

I

I

3

2

1

1

1

2

8

1

89

1

1
4

4

1

2

2

1

1

5

7

乙

1

1

1

1
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1

3

2

7

1

3

3

2

1

14

1

1

1

1

12

3

2

1

1
1

1
1

3

1 1 1 4 357 511 4 1 15 1 56 67 1 9 28 2712
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8まとめ

8.1各層と遺構の時期について

本調査区では、基本層位として1～5層を設定したが、これらはほぼ整合的に堆積している。各層出

土遺物の状況をみると、2層は近世以降、3層は中世、4層は古代～弥生時代の遺物が最新の時期の遺物

として包含されている。本地点で確認した1～5層は、本遺跡の微高地の地点では典型的に見られる層位

であり、包含されている遺物の時期もおおよそ一致している。

遺構出土遺物の傾向をみても、基本層位の時期と矛盾はない。したがって、遺構出土遺物は少ないが、

2b層上面検出遺構は近世以降、4層上面検出遺構は中世、5層上面検出遺構は古代から弥生時代のもの

である可能性が高い。

8.2遺構の‘性格について

本調査区周辺の過去の発掘調査成果をみると、類似する遺構が確認されている2)。これらを総合して、

本調査区検出の遺構の性格について述べてみたい。

2b層上面検出遺構

SD6は底面に連続した窪みを持ち、その底部には凝灰岩の際が置かれている部分もあるが、同様な遺構

は92-2調査でも検出されている(Fig.35上)。これらを合わせると、延長線上に遺構が位置し、同一の遺
構である可能性が高い。

92-2では、新旧の層から並行する同様の溝が5条確認されており、何度か作り直したものと考えられる。

4層上面検出遺構

本調査区周辺からは確認されていないが、溝状遺構と耕作痕で構成されており、中世の水田跡か畑地跡

であったと推定される。3層が非常に薄く、溝状遺構が水路なのか畝間溝かは不明だが、耕作痕には3層
土が埋土として入っているものが多く、3層土が耕作されたものと思われる。

5層上面検出遺構

住居跡と溝状遺構・ピット群が検出されたが、それぞれ切りあう部分もあり、遺構間に時期差が認め
られる。ピット群は92-2.93-4の調査でも確認されており(Fig.35下)、ピットの特徴や配列が杭列1．
2に類似するものも確認されている。ピットの断面形も類似することから、これらはほぼ同時期である
と推定される。93-4の調査では、ピット群と溝状遺構が検出されており、SD19．20との関連がうかがえ
る。SD19からは笹貫式土器が出土しており、出土遺物からすると住居跡出土遺物より新しい時期になる。

SD20はSK11に切られているが、SD20は非常に浅く、埋土がSK11の埋土①に類似することから、切りあ
い関係が逆であった可能性もあり、時期決定に注意を要するものである。

これらの遺構の時期が決定できる遺物は少ないが、SD19出土遺物から笹貫式が、遺構埋土となってい

る直上の層からは古代土師器が最新の遺物として出土しており、古墳時代後期から古代まで含めた時期を
想定したい。

本調査区はFig.2の住居跡エリアⅣにあたり、このエリアで竪穴住居跡が検出されたのは、本調査区の

みである。他の古墳時代の住居跡群から離れておりまた、遺構数が少ないことが他のエリアとは異なる点

である。さらに、他のエリアの住居跡は笹貫式の時期が中心となっているのに対し、本調査区では東原式

～笹貫式、包含層出土の古墳時代土器の量から見ると東原式から辻堂原式古段階の遺物が主体となってい
る。



住居跡は平面形が方形を呈する竪穴住居だが、一辺が2.6～3.2mである。本遺跡で確認された笹貫式の

時期の住居跡の平均的な大きさは一辺4mであり、それと比べると小型である。主柱穴が1本ないし2本

というのも小型の住居跡であることを示唆している。遺構数が少ないことに加えて、遺構の機能について

も注意する必要がある。確認された竪穴住居跡4基に時期差があることから、同一時期に存在していた住

居は1基か2基であったと推定される。隣接する92-2や93-4の調査ではその時期の遺構が確認されていな

いが、同時期の遺物は包含層中より多く出土しており、中でも弥生時代終末期～古墳時代中期のものが多

い傾向にある。

したがって、エリアⅣはこの時期を中心とする居住域であったと思われるが、遺構が少ないことや遺構

が重なっていないことから、居住域の周縁部であったと推定する。

ｊ

註
２ 大西智和1995「付編I郡元団地P-4-5区（音楽美術棟）における発掘調査報告」「鹿児島大学埋蔵文化財調査室年報Ⅸ．X」

59-129頁鹿児島大学埋蔵文化財調査室

中村直子1997「付編I郡元団地P－5区（教育学部教育実践研究指導センター建設地）における発掘調査」「鹿児島大学埋蔵文

化財調査室年報11J45-160頁鹿児島大学埋蔵文化財調査室

61



62

93-4発掘調杏区

93-4発掘調査

弥生後期～終末期の土器集中

.’

ワ、、

I

20m

92-2発掘調査区

近世の遺構状況

92-2発掘調査区

|‘’

古代～弥生時代の遺構状況

Fig.35周辺の発掘調査を含めた遺構配置8=1/800

Y=~42865.0

-X=-159145.0

4）

Y＝-42865.0

-X＝-159145.0

4）
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